
川
村
茂
夫（
第
７
分
団
団
員
）、
後
藤
金
光（
第

８
分
団
団
員
）、
後
藤
和
美（
第
９
分
団
団
員
）、

髙
橋
準（
同
）

【
秋
田
県
消
防
協
会

 

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰
】

▼
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）＝
右
谷
賢
太
郎

（
第
５
分
団
班
長
）、
伊
藤
忠
宏
（
第
８
分
団
団

員
）、
藤
原
善
浩（
同
）、
井
上
重
美（
同
）、
鎌
田

倫
匡（
第
９
分
団
団
員
）

【
美
郷
町
消
防
団
長
表
彰
】

▼
精
勤
章（
３
年
以
上
勤
続
）＝
森
元
悠
介（
第

３
分
団
団
員
）、
清
水
昌
幸（
第
４
分
団
団
員
）、

髙
橋
洋
平（
同
）、高
橋
秀
喜（
第
５
分
団
団
員
）、

田
口
勝
教（
第
６
分
団
団
員
）、
高
橋
貢（
同
）、

坂
本
長
広（
同
）、髙
橋
賢
一（
第
７
分
団
団
員
）、

後
藤
丈
寛（
第
８
分
団
団
員
）

【
美
郷
町
長
表
彰
】

▼
優
良
分
団
表
彰
（
無
火
災
分
団
）＝
第
２
分

団
、第
８
分
団

▼
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
出
場
隊
表
彰
（
第
51

回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に
お
け
る
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
優
勝
）＝
第
２
分
団（
齊
藤
民
寿
、

熊
谷
勝
明
、佐
々
木
和
寛
、髙
階
充
、熊
谷
幸
太
）

▼
感
謝
状（
退
団
者
・
20
年
以
上
勤
続
）＝
高
橋

忠
美（
元
分
団
長
）、最
上
宗
一（
同
）、梅
川
幸
八

郎（
元
副
分
団
長
）、
木
村
祐
市（
同
）、
橘
金
光

（
同
）、山
崎
和
生（
元
班
長
）、高
橋
強（
同
）、高

橋
久
志（
元
団
員
）、髙
橋
信
一（
同
）、前
田
豊
実

（
同
）、木
村
恭
一（
同
）、髙
橋
和
博（
同
）、髙
橋

次
男（
同
）、　　
　
（
同
）、木
村
広
雄（
同
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

▼
有
功
章
＝
鎌
田
喜
己
夫（
第
９
分
団
部
長
）、

髙
橋
茂（
同
班
長
）

▼
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）＝
照
井
正

義（
第
９
分
団
副
分
団
長
）

▼
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）＝
髙
橋
誠

（
第
２
分
団
部
長
）、栗
林
文
雄（
同
団
員
）、髙
橋

有
藏（
第
３
分
団
部
長
）、
藤
原
正
志（
同
）、
髙
橋

幸
久（
第
５
分
団
団
員
）、
髙
橋
義
尚（
第
６
分

団
団
員
）、佐
々
木
誠（
第
７
分
団
班
長
）

▼
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）＝
煙
山
千

秋（
第
１
分
団
班
長
）、
森
川
美
浩（
第
２
分
団

団
員
）、髙
橋
和
弘（
第
３
分
団
団
員
）、髙
橋
剛

（
第
５
分
団
部
長
）、
小
栁
次
男（
同
団
員
）、
藤

井
孝
敏（
同
）、髙
橋
秀
行（
同
）、蒔
野
信
夫（
第

８
分
団
班
長
）、
千
葉
猪
佐
男
（
第
９
分
団
班

長
）、佐
藤
敏
義（
同
団
員
）

▼
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）＝
長
谷
川

弘
美（
第
１
分
団
副
分
団
長
）、
前
田
昭
作（
同

班
長
）、
髙
橋
孝
人（
同
団
員
）、
髙
橋
和
久（
第

２
分
団
団
員
）、
佐
藤
剛（
同
）、
森
元
淑
雄（
第

３
分
団
団
員
）、
小
松
田
徳
喜
（
第
４
分
団
団

員
）、三
輪
実（
同
）、樫
尾
哲（
第
５
分
団
団
員
）、

稲
川
誠（
第
９
分
団
班
長
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章（
10
年
以
上
勤
続
）＝
髙
階
武
弘（
第

１
分
団
団
員
）、
髙
橋
直
樹（
同
）、
戸
澤
幸
浩

（
同
）、
熊
谷
剛（
第
２
分
団
団
員
）、
澤
野
功
成

（
第
３
分
団
分
団
長
）、
鈴
木
武
晃（
同
団
員
）、

煙
山
毅（
同
）、
山
田
良
直（
第
５
分
団
団
員
）、

　
美
郷
町
公
民
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
大
曲
仙
北

広
域
消
防
本
部
「
消
防
太
鼓
隊
」
の
皆
さ
ん
が

力
強
い
演
奏
を
披
露
。

　
続
く
式
辞
で
は
、
松
田
町
長
が
「
昨
年
は
４
月

に
９
分
団
体
制
に
再
編
し
、
秋
田
県
消
防
操
法
大

会
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
優
勝
と
い
う
輝
か

し
い
成
績
を
あ
げ
ら
れ
た
。
団
員
各
位
の
精
励
に

よ
り
住
民
生
活
の
安
全
は
一
段
と
向
上
し
て
い
る

が
、
住
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
も
非
常
に
高
ま

っ
て
い
る
。
新
年
を
迎
え
、
心
新
た
に
町
民
の
安

全
・
安
心
に
対
す
る
負
託
に
応
え
て
い
く
こ
と
を

誓
い
合
い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
髙
橋
正
尚
団

長
は「
昨
年
の
町
内
火
災
発
生
数
は
13
件
と
、一
昨

年
の
ほ
ぼ
２
倍
に
増
加
し
て
い
る
。『
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う
郷
土
愛
護

の
精
神
の
も
と
、
今
年
は
美
郷
町
の
無
火
災
を
目

標
に
精
進
し
て
ほ
し
い
」
と
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
消
防
活
動
で
功
績
の
あ
っ
た
71
名
、

３
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
第
９
分
団
部
長
の
鎌
田
喜
己
夫
さ
ん
が
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
出
席
者
全
員
で
万
歳
三
唱

が
行
わ
れ
、
今
年
一
年
の
防
災
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

消
防
団
表
彰
者 

（
敬
称
略
）

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る

美
郷
町
消
防
出
初
式

月
４
日
に
美
郷
町
公
民
館
で
平
成
27
年
美
郷
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
町
消
防
団
９

分
団
の
2
5
8
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
美
郷
総
合
体
育
館
リ
リ
オ
ス
前

で
開
催
さ
れ
た
観
閲
式
で
は
、
松
田
町
長
ら
が
観
閲
す
る
中
、
各
分
団
員
に
よ
る
力
強
い
分
列

行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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　雪下ろし作業は、安全確保のため２人以上で行いま
しょう。やむを得ず１人で作業する場合は家族や隣近
所に声を掛けてから行いましょう。また、緊急時の連
絡手段として作業中も携帯電話等を携行しましょう。

　晴れた日や、暖かい日の午後は屋根の雪が緩んで
滑りやすくなります。雪解け氷や、雪が動く音にも
注意しながら作業を行いましょう。

　転落防止のための命綱を使用し、ヘルメットを着
用して頭部を保護しましょう。屋根に上がる際は、
はしごの足場をしっかりと固定しましょう。

　衣類が巻き込まれたり、転倒した際に下敷きにな
るなど大変危険です。詰まった雪を取り除く際にも
油断せずに、必ずエンジンを停止させましょう。

　雪下ろしは重労働です。準備運動や十分な休憩を
とるなど、体調に気を付けて作業を行いましょう。体
調が悪い場合は、無理をせずに作業をやめましょう。

月３日㈯午前９時30分現在、美郷町内６
カ所の観測地点で積雪が平均103.5㎝を

記録したため、「美郷町豪雪対策警戒部」を設
置しました。
　雪による事故や被害を未然に防ぐため、次の
ことに注意しましょう。

　冬道でのスリップ事故が多発しています。路面の
凍結やスピードの出し過ぎに注意し、時間に余裕を
もって車の運転をしましょう。

１．作業は2人以上で！

　冬は積雪のため住宅の出入り口が狭くなり、
避難に時間がかかることがあります。万一に備
えて、次の点に注意しましょう。

　積雪で玄関がふさがっても避難できるよう
にするため、避難口を２カ所以上確保しましょう。

　落雪や雪下ろしの際は、ホームタンクなどの
給油管の破損・脱落に注意し、給油の際は絶対
にその場を離れないようにしましょう。

　屋根の雪下ろしや除雪機での雪飛ばしをす
るときは、消火栓や防火水槽に雪をかぶせない
ようご注意ください。

●油の流出事故にご注意ください

●消火栓や防火水槽の周囲の
　除雪にご協力ください

●避難口を確保しましょう

２．晴れの日ほど要注意！

３．「命綱」「ヘルメット」
　「はしごの固定」を忘れずに！

４．除雪機械のトラブルが
　発生したらエンジン停止！

５．無理な作業はやめましょう！

大曲消防署東分署　☎0187（88）2119
大曲消防署南分署　☎0187（87）8119

問 い 合 わ せ

冬の火災に要注意！

雪下ろし作業について

冬期間の交通安全について

雪下ろし作業について

冬期間の交通安全について

消防署からのお願い

①車の運転スピードは控えめにしましょう。
②車間距離は長めにとりましょう。
③急ハンドル・急ブレーキは控えましょう。
④下り坂やカーブの手前では減速しましょう。
⑤トンネルや橋の上、日陰は注意しましょう。

冬道の事故防止のポイント

問◎町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903

月３日㈯午前９時30分現在 美郷町内６ 冬

雪によるによる
事故・被害事故・被害に
ご注意を！ご注意を！

雪による
事故・被害に
ご注意を！
１
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